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昭
和
三
十
六
年

新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
の

開
催
案
内

送料四円

場臼
所持

一
月
一

日
午
前
十
一
時

泊

高

等

学

校

蛾

堂

本
加
4

伸
明
仏
引
は
、市
外
る
十
二
月
二
十
三

日
ま
で
町
内
会
、
各
駅
務
所
、
日
会
一
汀
等

で
お
と
り
ま
と
め
の
上
、

一
人
当
令
百
円

を
添
え
て
役
場
総
務
凱
へ
申
込
ん
で
下
さ

、。
－L
V
 

定価一部六1・1

国
民
健
康
保
険
よ
り
の

お
知
ら
せ

高田印刷

朝
日
町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ
の

た
び
は
り
、災
、マ

ッ
サ
ー
ジ
会
と
被
保
険

者
向
符
叩
が
治
療
を
受
け
る
一恨
の
出
来
る

協
定
を
N
M
．ひ
ま
し
た
の
で
、
被
保
険
者
の

は

n
隙
に
は
叫
年

－
月
一
日
よ
り
阪
附
が
は

り、

火
、
γ
ツ
サ
ー
ジ
の
治
．
僚
を
必
安
と

認
め
る
川吻
の
は
、
阪
川
よ
り
川
別
が
山
山
ま

す
か
ら
、
そ
の
版
刷
と
受
払
時
経
伝
差
出
し

治
療
を，
J

ヘけ
る
と
、
国
民
他
山
川
似
険
よ
り

半
判
州
文
H

い
う
こ
と
に
な
り
草
し
た
か
ら
、

御
了
糸
下
さ
い
、
。

印刷所大菅逮ー：拐il町役場内

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

に
つ
い
て

編集殺発行人

然、
い
冬
と
共
に
あ
わ
た
だ
し
い
制
定
の

月
が
参
り
年
の
瀬
の
典
、
い
夜
空
に
明
日
の

目
を
案
じ
烈
し
い
正
月
も
貧
し
い
が
放
に

淋
し
く
迎
へ
る
人
遠
の
た
め
に
明
日
町
と

朝
H
町
社
会
制
祉
協
徹
会
の
共
似
に
よ
っ

て
今
年
も
再
び
淑
来
た
す
け
あ
い
斑
動
の

一
環
と
し
て
作
一い
に
放
の
快
方
配
布
し
て

町
民
の
深
い
御

m
M
と
間
情
念
求
め
町
内

の
百
し
い
人
述
に
抱
い
た
す
け
あ
レ
の
良

心
を
仰
る
迎
肋
を
十
二
月
十
日
よ
り
二
十

日
迄
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
町
民
各
位
の

絶
大
な
る
協
力
を
お
願
い
出
叩
上
げ
ま
す。

朝
日
町
社
会
補
祉
協
総
会

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

悶
民
の
栄

一
什
、
漬
物
、

取
千
物
で
割
阪
だ
け
版

一
杯

C

昆
宅
Z
S
4

ゐ
凡
『
E
－
一一

義
状
態
は
年

一
品
川
ベ
て
い
る
、
こ
れ
で
は
貧
血
、
羽

%
、

口
華
民
主
手
掛
U
S
2
c

一

。
回

n－E
－－－4
9
5
3
町

ご

と
に
向
ト

一
ク
れ
に
州
詳
の
凶
は
に
か
L
り
や
す
く
、
し

0
0
0
U
0
0
00
0
0
し
て
い
る
と

一
か
も
体
引
沢
山
口h
り
を
弱
め
、
引
拡
ヤ
片
山
刑

冒
了
－

い
わ
れ
な
が
ら
、
農
村
に
お

一
鮮
の
K
込
山
州
の
充
生
を
招
く
ほ
か
段
村
に

F

門

戸

い
て
は
ま
だ
／
＼
米
丸
一
川
市

一
長
い
心
帆
、
肝
似
の
校
内
札γ
・品
化
さ
せ
る

一
札
一

と
か
ビ
タ
ミ
ン
の
不
足
に
よ

一も
と
に
な
り
ま
す
。
k
m－は
な
る

べ
く

一
ご
一

る
γ
川
山
仏
、
利
純
州
、
火川小

一
州
、
肉
、卵
匂
の
刷
物
件
山
内
を
取
る
よ
う

－
引

』

虫・
か
、
脚
父
、
ク
ル
州
、
や
心
が
け
、
父
・
倒
的
内
と
も
な
れ
て
い
る
大

F

J

U

一

の
他
川
間
約
四九叶が
多
レ
。
才

圃
ヅ
七
助
物
件
ぶ
山
に
ゆ
り
ら
な
レ
川
沢
民
訴
を

－
N
し
｛

十
円
分
で
は
件
関
だ
と
胤
っ一
合
ん
で
し
る
し
、
ト
ヘ
a
V
は
訪
日
さ
ん
も
御
ホ

『
ゴ
『

て
働
い
て
レ
る
人
で
も
府
こ

一
知
の
よ
う
に
は
刷
、
宍
寸前
、納
豆
、
均一日府内

－－

u
－

り
、腰
痛
、手
足
の

ν
ピ

ν
、
一時
粉
、
一りて脳
、
も
や
し
、
大
ぱ
治
守
色
々

F
M
M
』

頭
痛
、
ド
内
キ
、
息
切
れ
、

一
の
製
品
が
什
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
‘
毎
日

一
泊

－

メ
マ
イ
等
を
記
し
や
す
い
、

万

食
引
に
取
リ
人
れ・

2
は
一
審
栄
養
仙

一

打

『

県
下
八
万
J

下
似
家
の
八

O
一
が
あ
り
安
仙
た
食
品
で
す。

一
割

一

ぎ
る
が
こ
の
u

紙
状
を
も
二

〈
Vαに
ビ
タ
ミ
ン
の
b
u
く
含
ん
で
い
る
女

－

－

て
い
る
と
い
わ

れ
て
い

ま
一
品
ケ
一取
る
伐
村
で
は
今
日
の
よ
・
コ
に
均
－作

す
。
こ
れ
は
農
M
け
の
ヤ
活
環
境
が
大
き
な

一杭
8
4
U
は、

白
米
食
ぱ
か
内
食
べ
て
い
る

原
山
で
第
一
に
肉
体
の
過
労
（
罰
労
働
的
一
た
り
段
村
に
は

nだ
っ
て
ど
夕
、
主
ン

B
l

作
業阜、
不
円
然
な
、
く
る
し
い
妥
勢
）

前
一
の
欠
之
い
れ
状
が
収
わ
れ
て
い
ま
す
が
こ
れ

こ
に
栄
突
の
不
足
（
と
く
に
巾
米
の
食
べ

一
弘
ピ
タ
ミ
シ
強
化
米
強
化
ム
ギ
を
白
米
に

す
ぎ
か
ら
く
る
公
衆
黙
の
バ
ラ
ン
ス
｝
第
a

出
ぜ
て
内
米
を
食
べ
た
り
昧
削
b
l
作
ゐ
時

三
に
住
居
点
、
仕
切
か
ら
く
る
冷
え
込
み
、

一
に
ビ
タ
ミ
ン

B
l
B
2
・
ヵ
ル
ジ
ュ
l
ム

節
凶
に
日
常
の
し
き
た
り
阜、
気
が
ね
か
ら

か
，強
化
し
た
り
し
て
ピ
夕
、、、
ン
わ
時
化
食

く
る
材
料
的
な
緊
銭
感
得
が
市
．り
あ
っ
て

一
品
を
食
べ
れ
ば

一
日
に
必
加古
川が
．た
い
た

病
気
を
ひ
き
お
こ
し
や
す
レ
の
で
す
。
こ

一
い
州
給
さ
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
A
は
紙
仰
向

れ
を
予
防
す
る
に
は
怠
速
の
食
生
活
を
も
一色
野
菜
（
ニ

ン
ジ
ン

・
カ
ポ
手
ヤ
・
ほ
う

う
一
度
考
え
な
お
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

一
れ
ん
孫
・
ト
マ

ト）

等
の
植
物
性
食
品
を

。
ま
ず
動
物
性
蛍
自
の
多
い
栄
養
を

取
一
多
く
取
る
事
も
必
妥
で
す
、

和
物
品
川
食
品

る
。
農
村
は
一
般
に
食
物
が
片
寄
り
が
ち

↑
で
は
必
要
民
三
千
単
位
は
と
れ
な
い
か
ら

で
都
会
に
く
ら
べ
京
白
質
符
に
動
物
性
出
一動
物
性
食
品
（
伝…
の
肝
続
、
肝
油
、
パ

タ

白
、
脂
肪
、
ピ
タ
ミ
ソ
の
摂
取
量
が
非
常
一
l
）
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
A
を
取
る
の
が
理
想

に
少
な
く
、
続
分
だ
け
が
や
た
ら
に
多
い

一
的
で
す
。

労
働
の
激
し
い
長
繁
期
等
は
持
に
み
そ
一
八V
食
刷
を
多
く
取
ら
ぬ
よ
う
花
意
す
る
。

般
家
の
人
は
食
胞
を
多
く
取
る
伺
向
に
あ

り
ま
す
。
農
村
の
食
出
の
摂
取
円
以
は
一

日

一
九

g
に
も
及
ん
で
レ
ま
す
。
こ
れ
が
過

激
な
労
働
に
よ
っ
て
脱
出
血
、
高
血
圧
を

多
く
す
る
似
凶
で
持
に
中
年
在
何
十
日
川
と
高

山
川
正
や
肝
臓
の
必
い
人
は
食
泌
の
川
…取
円
以

を
制
限
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
単
に
注
意
し
て
こ
れ
か
ら
の
農
村
の
食

生
活
改
普
に
努
め
て
下
さ
い
。

歳
末
特
別
貯
蓄
運
動

白
川
月
羽
田

昭
お
和
年
Z
ニ
p
－
い
い

至
日
月
引
日

明
る
レ
家
庭
に
貯
蓄
も
ひ
と
役

貯
蓄
で
計
画
豊
か
な
く
ら
し
く

ら
し
と
貯
蓄
に
家
計
簿
を
グ

期
間

’a，a
斗・マ，．
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事
、
昭
和
二
十
六
年
日
東
鉱
業
社
長
、
旭

鉱
山
れ
同
氏
、
大
平
商
事
会
長
に
就
任
目
下

一明北
中
部
同
一
段
四
国
各
地
に
鉱
業
会
社
を

経
常
活
躍
中
で
あ
る
が
最
近
郷
土
を
訪
問

の
際
郷
里
の
小
中
学
校
の
施
設
設
備
の
不

完
全
を
見
ら
れ
今
般
泊
小
中
学
校
へ
各
ピ

ア
ノ
一
誌
を
寄
贈
せ
ら
れ
去
る
二
十
二
日

花
京

ω氏
夫
委
を
招
を
盛
大
な
ピ
ア
ノ
披

露
音
一
段
会
が
挙
行
せ
ら
れ
た
。
尚
最
近
映

E
E量
4
3
11
i

文
社
よ
り
出
版
せ
ら

槻

隣

札
ゴ
お
幽
園

れ
た
。
去
の
一
番
」

輔副．，
E
医
圃
圏

（
今
円
財
政
界
に
活

園
調
掴
圃
圃
・
・
圃

躍
中
の
第
一
人
者
自

繍
舟
兵
藤
組
園
調
調
伝
集
）
に
氏
の
過
去

五

一

融

綬
舗

に
お
け
る
ま

と

法

三？
吋
J
M
桶
州
制
幽
乱
に
満
ち
た
生
活
記

i
 

J
W川い

Je勲
＼
》
繍

鍬
が
生
々
し
く
計
制

院
脳
ム

1
圃
思
齢制酬

に
景
裁
さ
れ
て
い

嚇
齢
期
三
ザ
腿
臨

る

。

－E悶
凶
園
調
闘
幽
（
写
真
い
玉
水
幹
人

a
i－－
i
i
さ
ん
）
ド
uu片
山

を
む
か
え
、
町
内
の
六
校
下
団
か
ら
団
員

約
二
行
田
村
が
参
加
し
て
波
大
に
行
な
わ
れ

た
。
文
化
に
、
休
脊
に
前
聞
を
大
き
く
上

削
る
光
実
ぶ
り
が
見
ら
れ
今
後
に
寄
せ
る

期
待
が
大
き
い
。

成
績
次
の
通
り

文

化

の

部

体
験
発
表
一
位
水
間
秀
雄
（
大
家
庄
校
下〉

二
位
初
回
隆
（
山
崎
校
下
）

4
r
愉
人
会
一
位
中
島
信
子
（
山
崎
校
下
）

＝一
位
高
田
克
（
大
家
町
校
下
）

三
位
岩
谷
奨
金
子
（
泊
校
下
）

体

育

の

部

パ
レ
ボ
ー
ル
男
子

一
位

大

家

町
一

二

位

山

崎

三

位

泊

女

子

一

位

泊

二
位
大
家
庄
＝
一
位
山
崎

パ
ヌ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
一
位
柏

二
位

大

家

庄

三

位

境

女
子

一
位

泊

二

位

大

家

庄

三

位

境

総
作
成
績
優
勝
大
家
庄
校
下
回

次
勝
泊
校
下
団

参
勝
山
崎
校
下
回

郷
土
の
成
功
者

玉
水
幹
人
氏
郷
里
の
小

中
学
校
に
ピ
ア
ノ
寄
贈

朝
日
町
清
水
町
出
身
の
玉
水
幹
人
民

（
在
京
）
は
少
包
時
代
泊
小
学
校
守
経
て

北
海
道
大
学
を
卒
業
、
東
大
を
経
て
三
菱

に
入
社
し
係
外
の
同
社
の
鉱
山
経
営
に
従

U
凶
吋
ぜ
J
屯

.. .，.一一切ー・ー引
い・＇ ι

、3’j’＇＇＂ ., 
ち 守イ’ 《 、 、' 

' ' 青
年
祭
好
評
を
博
す

去
る辿
十｛＇；－
一瞥
月年

手きで十問
【込ム 二；守：
日ill¥
初の
参第
加三
の回
庁Il守
校 'if,
下祭
団は

研
究
成
果
あ
が
る

南
保
小
学
校

昨
年
来
富
山
県
研
究
学
校
に
指
定
さ
れ

学
校
体
育
の
研
究
を
続
け
て
い
た
南
保
小

学
校
は
、
十

一
月
二
十
四
日
研
究
成
果
の

発
表
会
を
開
い
た
。

当
日
は
斯
界
の
栴
成
東
京
教
育
大
学
の

高
田
典
術
先
生
を
諮
問
に
、
県
下
の
熱
心

な
教
職
貝
約
一
五

O
名
が
参
集
し
た
。

午
前
は
問
校
の
研
究
主
題
で
あ
る
ボ
l

w
運
動
の
研
究
授
業
が
二
年
三
年
四
年
六

年
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
明
る
く
健
か
な

ピ
チ
ピ
テ
し
た
活
動
が
股
関
さ
れ
た
。
午

後
は
研
究
授
業
を
中
心
と
し
た
分
科
会
、

同
校
の
研
究
同
県
企
も
と
に
全
体
会
議
及

び
抗
出
が
行
わ
れ
た
。
ボ
i
w
迎
動
は
技

能
と
人
間
関
係
が
大
き
な
要
素
で
指
導
が

難
し
く
こ
れ
が
系
統
的
指
導
は
全
国
的
な

課
題
で
、
林
校
長
以
下
同
校
職
員
の
充
実

し
た
実
証
的
研
究
は
高
く
部
制
さ
れ
た
。

特
に
日
本
全
国
を
見
て
お
ら
れ
る
高
田
先

生
か
ら
「
南
保
小
学
校
の
実
践
研
完
は
日

本
一

で
あ
る
」
と
の
激
貨
を
う
け
た
こ
と

は
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
当
校
の
研
究
成

果
は
富
山
県
小
学
校
教
育
に
大
き
く
、
貢

献
す
る
と
共
に
、
中
食
時
に
紹
介
さ
れ
た

八
ミ
リ
映
画
に
見
る
よ
う
に
校
下
の
人
々

の
体
育
レ
ク
リ
エ

l

v
ヨ
ン
体
育
の
生
活

化
に
発
展
し
社
会
体
育
而
に
も
地
に
つ
い

た
成
以
を
あ
げ
た
。

下
山
新
若
葉
児
童
会

誕
生

こ
の
夏
か
ら
活
動
を
統
り
て
い
た
下
山

新
児
章
会
は
こ
ん
ど
若
葉
会
と
名
づ
け
誕

生
し
た
ω

会
員
は
小
中
学
生
全
員
で
構
成

し
会
民
は
月
五
円
で
六
部
会
な
も
う
け
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

叫
酬
の
編
成
は

体
育
郎
、
文
化
部
、
税
策
部
、
連
絡
放
送

部
、
中
学
部
、
小
学
部
と
な

っ
て
い
る
。

会
の
指
導
の
た
め
相
談
役
が
三
名
い
る
桐

談
役
は
児
賞
委
員
、
小
学
校
育
成
会
部
落

委
員
、
社
会
教
育
主
事
を
子
ど
も
た
ち
で

選
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
ま
た
こ
の
児
童
会

を
育
成
す
る
た
め
児
童
の
保
護
者
で
育
成

会
を
つ
く
っ
た
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

（
写
真
若
葉
会
児
院
の
み
・
仕
活
動
）

る
い
1

・1
0

謝
浅

3

ん品
幽
開
M

，‘，い
M

M

R

！

ipl
一向。

1
L

本
年
度
最
後
の
機
会

自：
衛；
「H
民

：採．
：用

防
衛
庁
で
は
本
住
度
第
同
次
と
し
て
左

記
の
寝
泊
に
よ
り
円
術
日
の
募
集
を
し
て

お
り
ま
す
。

入
隊
に
つ
い
て
は
採
倒
試
験
に
人口
約
し

て
か
ら
き
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
今
す
ぐ

受
一
挨
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

①
応
募
資
格

年
令
十
八
才
J
二
十
F
h
才
公
判
別
．
「

①
交
付
期
間

場

所

十

一
月
十
日
か
ら
一
月
十
け
ま
で
、
朝

四
町
役
場
又
は
臼
衛
隊
日
山
地
方
沖
，給

部
⑦
試

l'i~i 

4
1
E
m斗
，

n
k
u

試
験
は
簡
単
な
簿
記
試
験
〔
国
語
〈
作

文
を
含
む
）
数
学
、
社
会
〕
口
述
試
験

及
び
身
体
検
査
を
行
い

一
日
で
終
り
ま

す。

①

待

遇

初
任
給
月
額
約
六
、
八
O
O円
衣
食
支

給
、
志
願
案
内
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

は
役
場
総
務
課
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

休
日
を
さ
い
て

城

山

清

掃

と
か
く
管
理
の
自
の
と
ど
か
な
い
所
の

施
設
等
は
破
損
さ
れ
が
ち
な
も
の
だ
が
、

城
山
頂
上
も
そ
の
例
に
よ
り
心
な
い
人
達

に
せ
っ
か
く
櫛
樹
し
た
桜
の
木
そ
の
他
の

施
設
は
、
毎
年
破
損
さ
れ
、
又
風
光
明
朗

で
絶
好
の
惣
い
の
場
所
も
取
残
さ
れ
た
ご

み
く
ず
の
た
め
、
善
良
な
人
速
が
大
変
迷

惑
を
し
て
い
る
、
た
ま
／
＼
夏
季
訓
練
中

の
ボ
1
イ
ス
カ
ク
ト
隊
で
は、

自
分
違
で

清
掃
補
修
し
よ
う
と
思
い
つ
き
、
十
月
初

旬
よ
り
休
日
を
さ
い
て
、
村
口
憲
二
、
平
野

務
、
両
・討
を
リ
ー
ダ
と
し
年
長
隊
員
が
恭

仕
を
し
て
い
る
。

新

実

干。

内

朝
日
町
玄
・
中
央
図
書
館

日
本
毘
認
の

旅

高

橋

掬

太

郎

自
由
と
の
契
約
（
五
部
）
五
味
川
純
平

小

説

国

枝

問

尾

崎

七

郎

足

杯

ボ

公

山

本

周

五

郎

k

の

顔

石

板

洋

次

郎

忠

文

法

制

太

郎

編

赤
レ
影
日
欧
州

依
田
鈍
三
郎

俺
は
藤
山
郎
（
十
一二
）
川
口

怯

太

郎

払

の

耳

は

呉

の

活

小

山

い

と

一ナ
『

－
人

し

れ

ず

微

笑

支

ん

神

光

子

積

一

一r
j
r呉
川

旅
と
胤
土

大

竹

新

助
一

一
働

く

人

引

健

保

佐

服

ぃh
．
信
一

行

き

独

比

上

伸明
－

あ
な
た
の
住
常
設
計
山
木
川
子
治

万
紫
集

一ニ

臼
木
古
典
文
学
大
系

住

ぐ

る

う

た

室

生

原

星

眼

代

日

選

中

国

河

川

文

学

全

集
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井
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真
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金
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久
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早
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一
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崎
ま
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只

崎

都

清
水
降
夫
相
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田
一
ニ

高

図

正

態

土

周

盛

二

谷

口

貞
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西
島

好

子

西

島

和
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・
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野

村

忠

松

田
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水
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水

島
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章

子

吉
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富

夫

一

水

均

悦

子

渡

辺

隼

人

高
松
千
鶴
子
園
友
君
子
一
ー氷

山

悦

奨

水
町
あ
つ
み

川
端

操

川
端

待
夫

一
水

島

昭

則

水

鳥

条

美

．
野
中
地
区

一水
島
記
美
代

大

平

弘

子

藤

沢

幸

正

山

岡

昭

二

一水
島
ゆ
り
子
水
島
秋
治

西
田
正
憲
道
下
登
美
子
一
水
島
邦
江
水
島
花
子

森
岡
か
や
乃

小
川

慶

一二
水

烏

則

子

加

藤

栄

子

小

川

義

盛

右

井

一
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一

水

島
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美

水

島

京
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藤

岡
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松

清

水

正

雄

一

水

品

知

水

ぬ

千

賀

子

清

水

俊

治

菅

弁

蹄
子

一
野

間

武

根

強

扶

磨

子

森

岡

澄

子

一水
島

洋

子

線

控

鉄

男

・
南
保
地
区

一
末

上

英

一

末

上

清

松

中

島

英

綿

谷

口

澄

一
末
上
千
鶴
子
制
収
幾
多
美
子

昭
和
三
十
六
年

朝

日

町

成

人

者

名

簿

ヘ
名
簿
に
も
れ
た
お
方
は

一
月
五
日
ま
で
に
J

F
教
育
委
員
会
に
御
申
出
下
さ
い

、

南高河山沢鍛図広4砂長竹折長折折深長深堀 山折折4砂波佐扇加1.k河前1.k扇水 11<.加嘉竹宮中河 . 水福根
茂囲内手回治中川五井内谷井谷谷松井松内関谷谷笹間田谷製島内 JI！島谷島島藤義谷川谷内宮島平建

ケキ 都 川 喜ャ ーで崎ヒ
俊英京邦公 節健庄重ヨ妙良降雅博 和 紀 地紀哨忠夏代春 エ哲里義弘明正美紀和地ロ重敬
一紀子 男明 博子之地男 枝子孝三美幸蕪誠子操子忠区 子江明江治男博子雄美数司子 子子男校区三 教子

開票議長~~区日tt~ ~~雲 Z質問昨 春的~~雲雲出訓告主客室翼 席奪
百 和かみ恵美 恭

桂鋭紀庚合寛輝 朝 賢 歌元漕ほ節の｜情チト久 生正洋普 満俊和仁勝禎 紀守竪義邦 育｛言
子子 賀子敏子治子 夫雄男子三則る子り美江子 子義子照夫校暢子久子昇明度一孝男 子行

本初愛道山七水秋九久何真久安名安谷安水秀運水花谷長 長 仙長大 . 広浜吉篠古舘広佐草沢秋永吉勝
目白場下口沢 下山 毘 保端部我遥古遼ロ遠野永沢野房 津津名津臓山幡川江田江問問渡山田山弁井田

マ 田ひ口屋百ν 崎 あ千

理隆特空宇明博誤認定空議室料号堅持説雪矧特産季語、許笑襲撃 1~安警幹
江情出佐辻水大永小九久真柳七黒谷安安 7j(安秀山蓬谷花長大脊仙 南広立追篠浜岡岡岡沢1.k西建西
端7.kロ藤栄野井口山里保部沢沢崎ロ遼遠野逮永田沢口房津藤品名 茂幡野分田田 ！d;I元島田野田部田
美す 田恵美 さJk 1岳、
和 み明 明英純栄信iE富康美邦和宮義典一弘安の恵時時民末和 信 紀 彦智幸親勝和靭岩
子昇子子修子政雄子夫行子宏子子守－子隆子正子治子子夫枝子次男 章昌繁夫栄始勝子子美政子男夫

大脇高荒芦中菊田 川殿 田新草 . 丸大山岩鈴制古泉福山槙川泉平藤島小越水山細坂西伊4砂渡森鹿鹿野
平山桜尾 田村地畑上村中保野泊岡江田城木川市 地田本上 野林田坂坂島田 J I ） ；東 J花束泊辺井熊 11~ 口
与 郵］I 一 小勢金紀 ち喜 よ 登

喜望空事型寛幸福明喜美辞E空空示判明野雪道写昨季季高手雪主筆努議案長雲昇華室潔
藤尾大古梅宮近魚沼岡山草殴 北今寺岩橋氷武泉川 1.k高長聞大坂大福宮松坂藤島長藤 中鹿 中野
渡崎平市沢 田江津井 崎 村 知西松域本見回 上野田原告！l村 倉平平崎下京沢端野井 島熊島村

な 紀世 伊 顕 紀 ス

空空手堅翌号店草壁~~手襲 撃華寿襲警咋時空襲至高稔義忠長空喜~；~要悪空2 5÷受章
31i・ 黒田 中大坂棒柳魚越中柳坂水村越石本加大本草小平時山伊古池高 ・ 玉石中窃問問米梅大舟
野坂島野田上 下津問陣沢東島上間瀬村賀村間野杉柳 附藤江原桜泊 7.k黒 J諸国本本田沢平本
たふ 奏者．賢美 一 千 登

広春降靖けトき光 紀国祥津奈太和寛担恵雪啄紀 昌俊i}l川礼徳繁英二 雪志武弘容昭 志特明
子枝子 子子 ν 子雄孝夫夫子子子郎 子治一美子二久幸子 二子子 子久設街Ii ~；子チ志 子子ニ猛 美子 子
柳平河吉永長烏大竹平若坂上水牧様石酒笹大舘村－；＼大舘悩 野長大 if~ 坂佐 ιj:i下脇間 二｜：大赤
下坂村田山弁越エp.中田林藤沢野田谷 ナ1・川村 回江橋 谷 illJI：和 束渡居沢山本弁和川
美恵ア 宮 紀久 美笑 ナ ミヰ
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会八vhい

何不タヤ

山 南 大 五 泊境個南五笹境ーた伺間ね依あもす幾そ且事致そ 日と
崎 保 家 ケ ・、 合ケ 、所人♀次 ずる 。多のっとねしのま し県

第第地第第地 第 圧第第圧第第池宮人 保庄川 地次別 ーにみ ー り今の根 部思ず ま議でて 下 をね
二一二一 一地二一地 二一時の計 区のの駅退挙 、、実絶落いみしの十一むず
位位区位位区 位区位位区位位区、部 一ー四一一別様捕 ー月除治、ー一ね間期鞍は ー まのたは一 一行： 泊み

笹 三 二九二 のなか一 連に得ず にき n：す駆 。四ヶ 月ね 、
谷九近大 水西古竹谷川 二三三五郎数く主動力のみは依わに が除覧月十ず えの
里 藤森 野田江中 地ニ 字数がをことねりめ実 、Zを間五み て属国
常 松 区 、d.1大泊宮にを臼 1t:t:1"i／，；＜の古 ず実て施組 以に 日除駆 l”原A 

孝 留徳次 島 健三需は 三 家 な集室まし期問くみ施易容す織は つ瓦か
治作 信郎 、清治枝 木七崎庄崎 り計）つま じ馬区さ る的既 てりら議 月

藤 明一 ー ましの てしをの除れで事にに、実十 問
一二 三四 二井 二三 二 四 、 して 地以よ地引の あに計御 お施こ が
九一 四七 O信 二二 五O 四七ー た見区来うせ換え好てる依函承 知さ十月第
匹匹匹匹匹雄匹匹匹匹 六七O五 。ま別十 。ず期い事史的知られ ー

六四O九 し、白 、にでまがにのせ、五期
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